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シル ク ロー ド学 研 究 紀 要 vol.13

高 機 【UTF-2】

調査年月日

調査地

民族名

●1999年7月13日

マ ル ギ ラ ン(Margilan)市

ウ ズ ベ ク(Uzbek)

タシーケ ン ト

マルギラ ン

型式      高機

材質      木,石(錘 り)

概寸      全長421cm,全 幅142cm,全 高233cm

経糸保持方式  垂下式

整経方式    平整経式

開ロ具設置方式.綜 続可動式

構 成 部 品

 機i台1   '<図UTF-2-a-1>

 機 台2    <図UTF-2-a-2>

 経 糸 保 持 具  経 糸 保 持 棒 〈図UTF-2-a-3>

        布 巻 き棒 く図UTF-2-a-4>

 経糸間接保持具:布 巻 き制 御 棒 く図UTF-2-a-5>

        滑 車 く図UTF-2-a-6>

        錘 り1<図UTF-2-a-7>

        錘 り2<図UTF-2-a-8>

 開 口具   番 目綜 続(2枚1組)

        <図UTF-2-a-9>

 開 口補 助 具  滑 車(2個)<図UTF-2-a-10>

        踏 み 木(6本)<図UTF-2-a-11>

 緯 入 具    杵

 緯 入 補 助 具  飛 杵 装 置 く図UTF-2-a-12>

 緯 打 具    筬 〈図UTF-2-a-13>

 経 糸 整 列 具  綾 棒(2本)<図UTF-2-a-14>

 そ の他   .座 板 く図UTF-2-a-15>

        経 糸 玉 く図UTF-2-a-16>

調査メモ

この高機は、マルギラン市内にある トゥルグンバイ

(Turgunbai)工 房で使用されていた。工房では緋

のくくりから機織 りにいたるまでの一貫生産がおこ

なわれてお り、高機は機織 り専用の部屋の土間に設

置 されていた。この高機の機台は、布巻 き棒などが

取 り付けられた鳥居型の機台と、経糸を保持するた

めの機台に分離 している。ただし、後者の機台には、

柱が1本 あるだけで、この柱の ヒに渡された横木は、

窓枠 に打ち付けられていた。経糸の保持式は垂下式

で、経糸保持棒には錘 りが吊るされており、経糸保

持棒にくくられている経糸は、土間に置かれた経糸

を束ねて巻いた糸玉か ら繰 り出されている。 また、

布巻き具の左端にも錘 りが吊るされており、この錘

りは、布まき棒の回転止めとして機能するとともに、

経糸保持棒に吊るされた石の錘 りと一体 となって、

経糸の張力を調整 している。開口具としては、2枚

1組 の番 目綜続が使われており、踏み木も2本 使わ

れていた。ただし、この高機では平織組織以外に、

綾織組織の経緋も織る場合があることから、6本 の

踏み木が扇の骨状に設置 されていた。なお、緯入具

としては、杵がもちいられているが、この高機には

飛杵装置が備わってお り、織 り手は右手で飛柱装置

の紐を引いて杵を左右に往復 させながら、左手で筬

打ちをしていた。

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

 経糸全長

 織幅

織り手

:経 緋 織

:平 織 組 織

絹

服 地

:2000cm以 上

41cm

:男 性1人

UTF-2-a 構 造 図
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UTF-2-b 模 式 図

UTF-2-1 機 織 り1

UTF-2-3 機 台 前 部 UTF-2-4 機 台 後 部

UTF-2-2  機 織 り2 UTF-2-5 製 織 途 中 の 織 物

 X57



シ ル ク ロー ド学研 究 紀 要 vol.13

高 機 【UTF-3】

調査年月日

調査地

民族名

1999年7月14日

マ ル ギ ラ ン(Margilan)市

ウ ズ ベ ク(Uzbek)

タシーケ ン ㌧

マルキラ ン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

構成部品

 機治

 経糸保持具

経糸間接保持具

開口具

開口補助具

緯入具

緯入補助具

緯打具

経糸整列具

その他

高機

木,鉄(錘 り)

全 長500cm,全 幅160cm,全 高240cm

垂 下 式

平 整 経 式

綜 続 可 動 式

<図UTF-3-a-1>

経 糸 保 持 棒 く図UTF-3-a-2>

布 巻 き 棒 く図UTF-3-a-3>

錘 りく図UTF-3-a-4>

布 巻 き 制 御 棒 く図UTF-3-a-5>

番 目綜 続(8枚1組)

<図UTF-3-a-6>

天 秤 棒(2本)<図UTF-3-a-7>

滑 車(12個)<図UTF-3-a-8>

踏 み 木(8本)<図UTF-3-a-9>

杵 く写 真UTF-3-3>

飛 杵 装 置 く図UTF-3-a-10>

筬 く図UTF-3-a-ll>

綾 棒(2本)<図UTF-3-a-12>

経 巻 き棒 く図UTF-3-a-13>

座 板 く図UTF-3-a-14>

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

 経糸全長

 織幅

織り手

経緋織

縮子織組織

絹

服地

2000cm以 上

50cm

女性1人

調査メモ

この高機iは、マルギラン市内の緋織物工場(Facto-

ry Yodgorlik)で 使用されていた。この工場は、絹

糸の製糸か ら経緋の仕上げ加工にいたるまでの服地

の一・貫生産をしている大工場で、工場内には550台

もの高機が稼動 してお り、経緋の生産量は月産3000

m程 度ということであった。この高機は、機織 りが

おこなわれている棟のなかの広い土間に、ところせ

ましと置かれた110台 のうちの1つである。個々の高

機の機台は、いずれも工場内上部に張 りめ ぐらされ

た井桁状の枠板に、前部と後部に分離 した機枠を固

定 して組み立て られている。経糸の保持方式は垂下

式で、経糸保持棒 に吊るした鉄製の錘 りによって、

経糸の張力が調整されている。経糸保持棒にくくら

UTF-3-a 構 造 図
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れている経糸の先は、機枠上部に吊るされた経巻 き

棒に巻かれてお り、経巻 き棒 自体は、経糸の張力を

調整する機能を備えていない。開[具 としては番 目

綜続が8枚 使われており、縮子織組織の経緋が織 ら

れていた、,踏み木 も8本 で扇を開いた状態に設置 さ

れている。なお、緯入具としては、柱がもちいられ

ているが、この高機には飛祥装置が備わってお り、

織 り乎は、右手で飛朽装置の紐 を引いて、柱を左右

に往復させなが ら、左 手で筬打ちをしていた。

五

UTF-3-2 飛 将 装 置

UTF-3-1  機 織 り UTF-3-3 飛び仔 装置用の仔

UTF-3-4機 台 は工場 内上 部の模様が彩色 された枠板 と一体 になっている
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高 機 【UTF-4】

調査年月日

調査地

民族名

1999年7月15日

フ ェ ル ガナ(Fergana)市

ウ ズ ベ ク(Uzbek)

タ シーケ ン ト

1フェルガナ

型式      高機

材質      木,石(錘 り)

概寸      全長200cm,全 幅120cm,全 高180cm

経糸保持方式  垂下式

整経方式    平整経式

開ロ具設置方式.綜 続可動式

構 成 部 品

 機i台    :<図UTF-4-a-1>

 経 糸 保 持 具 :経 糸 保 持 棒 く図UTF-4-a-2>

        布 巻 き棒 く図UTF-4-a-3>

 経糸間接保持具:錘 りく図UTF-4-a-4>

        滑 車 く図UTF-4-a-5>

        布 巻 き制 御 棒 く図UTF-4-a-6>

 開 口具   :番 目綜 続(2枚1組)

        <図UTF-4-a-7>

 開 口補 助 具  :滑 車(2個)<図UTF-4-a-8>

        踏 み 木(2本)<図UTF-4-a-9>

 緯 入 具   :仔

 緯 入 補 助 具  :飛 杵 装 置 く図UTF-4-a-10>

 緯 打 具   :筬 く図UTF-4-a-11>

 そ の 他   :経 巻 き棒 く図UTF-4-a-12>

        座 板 く図UTF-4-a-13>

調 査 メ モ

この 高 機iは、 フ ェ ル ガ ナ 州 郷 土 研 究 博 物 館 (Fer-

gana Oblast'O'lkashunoslik Muzeyi)に 展 示 され て

い た 。 機 台 は長 方 形 の箱 型 に 組 まれ て い る。 経 糸 の

保 持 方 式 は垂 下 式 で 、経 糸 保 持 棒 に 吊 る され た石 の

錘 りに よ っ て、 経 糸 の 張 力 が 調 整 され て い る。 経 糸

保 持 棒 に く く られ て い る 経 糸 の 先 は、 機 枠 の上 部 に

吊 る され た経 巻 き棒 に 巻 か れ て い る。 た だ し、 経 巻

き棒 自体 は、 経 糸 の 張 力 を調 整 す る機 能 を備 え て い

な い 。 開 口具 と して は 、2枚1組 の 滑 車 仕 掛 け の番

目綜 続 が 備 わ っ て お り、 踏 み 木 も2本 あ る。 また 、

この 高 機 に は飛 仔 装 置 が 備 わ って い る。 こ の高 機 に

は 、 黒 色 に染 め られ た 経 糸 が か け られ い る だ け で 、

機織 りはお こ な わ れ て い ない 状 態 で あ っ た が、 お そ

ら くは、 【UTF-2】 、 【UTF-3】 、 【UTF-5】 と同 様 に、

平 織 組 織 の無 地 や経1の 織 物 を量 産 す る た め に使 用

され た高 機 で あ っ た と見 られ る。

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

 経糸全長

 織幅

:無 地 平 織

:平 織 組 織

:絹

:デ ー タ な し

:2000cm以 上

50cm

織り手 デ ー タ な し

UTF-4-a 構 造 図
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UTF-4-3 経糸の先端部分

UTF-4-b 模 式 図

UTF-4-4 開 口装 置

UTF-4-1 全景(1)

UTF-4-2 経 糸 固 定 部 分 UTF-4-5 全 景(2)
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